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平成２８年１０月２１日 

 

建設工事における主観的事項の評価制度導入及び 

格付別発注標準金額の変更について（お知らせ） 

 

 

市内事業者の育成及び工事の品質向上の観点から，工事成績評定と社会貢献度等を入

札参加資格の格付け（ランク付け）に反映します。 

 

 

１１１１    要旨要旨要旨要旨    

    

    (1(1(1(1) ) ) ) 主観的事項主観的事項主観的事項主観的事項をををを導入導入導入導入しししし，，，，格付格付格付格付けにけにけにけに反映反映反映反映（（（（詳細詳細詳細詳細ははははＰＰＰＰ２２２２，Ｐ，Ｐ，Ｐ，Ｐ４４４４～～～～７７７７））））    

現在の格付け基準である客観的事項（企業の規模・実績や技術力等）の点数に，

新たに主観的事項（工事成績評定，社会貢献度等）を点数化し，加算して得た総合

数値をもって事業者の格付に反映します（三原市内事業者のみ）。 

 

    (2)(2)(2)(2)    格付別発注格付別発注格付別発注格付別発注標準標準標準標準金額金額金額金額のののの変更変更変更変更（（（（詳細詳細詳細詳細ははははＰＰＰＰ３３３３））））    

主観的事項を導入することに伴い，事業者の入札機会等の整合性を図るため，格

付別発注標準金額の改正を行います。 

 

 ※ ２年に１度の建設工事競争入札参加資格審査申請，又は追加登録において入札参

加資格審査申請を行う際に，入札参加資格審査申請書と併せて，「三原市建設工事入

札参加資格主観的事項審査申請書」及び添付書類を提出していただくことで審査を

行います。 
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２２２２    主観的事項主観的事項主観的事項主観的事項のののの評価制度評価制度評価制度評価制度のののの概要概要概要概要    

 

今後今後今後今後はははは，，，，ランクランクランクランク付付付付けをけをけをけを行行行行うううう基準基準基準基準をををを総合数値総合数値総合数値総合数値としとしとしとしますますますます。。。。    

総合数値総合数値総合数値総合数値    ＝＝＝＝    客観点数客観点数客観点数客観点数（（（（注注注注１１１１））））    ＋＋＋＋    主観点数主観点数主観点数主観点数（（（（注注注注２２２２））））    

 （注１） 客観点数 ＝ 経営事項審査における総合評定値（Ｐ値） 

（注２） 主観点数 ＝ 実績に基づき評価する項目 ＋ 申請に基づき審査する項目 

  

主観的事項の評価項目は，次の２項目とします。 

    （（（（１１１１））））実績実績実績実績にににに基基基基づきづきづきづき評価評価評価評価するするするする項目項目項目項目    

  （ア）工事成績評定（工事１件ごとに算出し合算 上限なし） 

    ・８０点以上（１０点）      ・７８点以上８０点未満（５点） 

・７５点以上７８点未満（３点）  ・７０点以上７５点未満（１点） 

・６０点以上７０点未満（０点）  ・６０点未満（－５点） 

  （イ）指名除外等（以下の各月数，回数ごとに算出し合算 上限なし） 

    ・指名除外（－５点／月）     ・文書注意（－３点／回数） 

    ・口頭注意（－１点／回数） 

  （ウ）災害協力等 

    ・災害応急対策協力業者（３点） 

   ・大規模災害発生における応急工事の実施に関する協定を結ぶ団体に加入し 

ている（３点） 

    （（（（２２２２））））申請申請申請申請にににに基基基基づきづきづきづき審査審査審査審査するするするする項目項目項目項目    

  （ア）ＩＳＯ（ISO9000，ISO14000 シリーズ）（各１点） 

  （イ）障害者の雇用（１点） 

  （ウ）少子化対策（１点） 

  （エ）若年労働者の雇用促進及び女性活躍推進（１点～３点） 

  （オ）社会貢献（役員又は使用人が三原市消防団に在籍）（1 点～３点） 

  （カ）学習制度等（１点～５点） 
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３３３３    格付別発注格付別発注格付別発注格付別発注標準標準標準標準金額金額金額金額のののの変更変更変更変更のののの概要概要概要概要    

（（（（１１１１））））    格付格付格付格付のののの基準基準基準基準【【【【変更変更変更変更なしなしなしなし】】】】    

    

    

    

    

（（（（２２２２））））    格付別発注標準金額表格付別発注標準金額表格付別発注標準金額表格付別発注標準金額表    

    【現行】                  【改正後】 

① 土木工事・その他の工事 

請負対象設計金額 格 付 

３３３３，，，，００００００００００００万円以上万円以上万円以上万円以上    Ａ 

５００万円以上２２２２億円未満億円未満億円未満億円未満 Ｂ 

５，０００万円未満 Ｃ 

３，０００万円未満 Ｄ 

５００万円未満 Ｅ 

 

② 建築工事 

請負対象設計金額 格 付 

３３３３，，，，００００００００００００万円以上万円以上万円以上万円以上    Ａ 

５００万円以上３３３３億円未満億円未満億円未満億円未満 Ｂ 

５，０００万円未満 Ｃ 

３，０００万円未満 Ｄ 

５００万円未満 Ｅ 

 

③ 電気・管工事 

請負対象設計金額 格 付 

３３３３，，，，００００００００００００万円以上万円以上万円以上万円以上    Ａ 

５００万円以上１億円未満 Ｂ 

５，０００万円未満 Ｃ 

３，０００万円未満 Ｄ 

５００万円未満 Ｅ 

 

格付（ランク） 総合数値 

Ａ ９００以上 

Ｂ ７５０～８９９ 

Ｃ ６００～７４９ 

Ｄ ５００～５９９ 

Ｅ ４９９以下 

請負対象設計金額 格 付 

１１１１，，，，００００００００００００万円以上万円以上万円以上万円以上    Ａ 

５００万円以上１１１１億円未満億円未満億円未満億円未満 Ｂ 

同左 Ｃ 

同左 Ｄ 

同左 Ｅ 

請負対象設計金額 格 付 

１１１１，，，，００００００００００００万円以上万円以上万円以上万円以上    Ａ 

５００万円以上１１１１億億億億５５５５千万円未満千万円未満千万円未満千万円未満    Ｂ 

同左 Ｃ 

同左 Ｄ 

同左 Ｅ 

 

請負対象設計金額 格 付 

１１１１，，，，００００００００００００万円以上万円以上万円以上万円以上    Ａ 

同左 Ｂ 

同左 Ｃ 

同左 Ｄ 

同左 Ｅ 
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４４４４    主観的事項主観的事項主観的事項主観的事項のののの評価項目評価項目評価項目評価項目    

 

１ 実績に基づいて評価する項目 

評価項目 評価基準 審査時期 有効期間 

(1)工事成績

評定 

（ 上 限 な し 

工種ごとに適

用） 

主観的事項審査登録年度の前２

年度間に完了検査した工事で，次

の算式により算出した数値の合計

点数 

ア 評定点８０点以上：(１０点) 

×該当工事件数 

イ 評定点７８点以上８０点未

満：（５点）×該当工事件数 

ウ 評定点７５点以上７８点未

満：（３点）×該当工事件数 

エ 評定点７０点以上７５点未満 

（１点）×該当工事件数 

オ 評定点６０点以上７０点未

満：（０点）×該当工事件数 

カ 評定点６０点未満：（－５点）

×該当工事件数 

２年に１回行

う競争入札参加

資格審査の定期

審査と併せて実

績に基づいて審

査する。 

 ただし，入札

参加資格の追加

申請をした者に

ついては，追加

申請の都度審査

す る も の と す

る。 

競争入札

参加資格の

有効期間 

(2)指名除外

等 

（ 上 限 な し 

アは全工種に

適用，イ・ウ

は該当工種の

みに適用） 

 主観的事項審査登録年度の前２

年度間に完了検査した工事で，次

の算式により算出した数値の合計

点数 

ア 指名除外：(－５点)×指名除外

の期間月数 

イ 文書注意：（－３点）×文書注

意を受けた回数 

ウ 口頭注意：（－１点）×口頭注

意を受けた回数 

ただし，審査会での審査を経な

ければならない。 

(3)災害協力

等 

（全工種に適

用） 

ア 申請日現在，災害応急対策協

力業者である場合は，３点とす

る。 

イ 三原市と防災協力協定，大規

模災害発生時における三原市公

共施設の応急工事等の実施に関

する協定，又は災害時における三

原市公共施設の電気設備等の応

急対策に関する協定のいずれか

に加入している事業者である場

合は３点とする。 
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２ 申請に基づいて審査する項目（(1)～(5)は全工種に適用） 

評価項目 評価基準 審査時期 有効期間 

(1)ＩＳＯ（国

際標準化

機構によ

る国際規

格 と い

う。以下

同じ。）認

証取得 

 申請日現在，ＩＳＯ９０００シ

リーズを認証取得している場合は

１点，ＩＳＯ１４０００シリーズ

を認証取得している場合は，１点

とする。ただし，営業所等で申請

する場合は，当該営業所等が認証

範囲に含まれること。 

２年に１回行

う競争入札参加

資格審査の定期

審査と併せて申

請に基づいて審

査する。 

ただし，入札

参加資格の追加

申請をした者に

ついては，追加

申請の都度審査

す る も の と す

る。 

 競争入札

参加資格の

有効期間 

(2)障害者の

雇用 

 申請日直前の６月１日現在，障

害者の雇用の促進等に関する法律

（昭和 35年法律第 123号）に基づ

く障害者の雇用義務を達成し，同

法第 43 条第７項に規定する厚生

労働大臣への報告をしている場合

は，１点とし，申請日現在，同法

に基づく報告義務のない事業者で

身体又は知的障害者である常勤の

役員又は使用人が在籍している場

合は，１点とする。 

(3)少子化対

策 

 常時雇用従業員数が１０１人以

上の事業者で，申請日現在におい

て次世代育成支援対策推進法（平

成 15年法律第 120号）第１２条第

１項に規定する一般事業主行動計

画を策定し，都道府県労働局へ届

出ている場合は，１点，同項に規

定する計画の策定義務がない事業

者が自主的に計画を策定し，都道

府県労働局へ届出ている場合は，

１点とする。 

(4)若年労働

者の雇用

推進及び

女性活躍

推進 

 申請日現在，４０歳未満の建設

業法第７条第二号ハに該当する

者，又は監理技術者資格者証を有

する者（以下「有資格者」という。）

を技術職員として正規雇用してい

る場合は，１名につき１点とし，

有資格の女性技術職員を正規雇用

している場合は，１名につき１点

とする。（両方に該当する場合は，

１名につき１点を上限とする。）た
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だし，上限を３点とする。 

(5)社会貢献 申請日現在，三原市消防団に所

属する消防団員である常勤の役員

又は使用人が在籍している事業者

を対象に，消防団員１名につき１

点とする。ただし，上限を３点と

する。 

(6)学習制度

等 

（工種ごとに

適用） 

ア 一般社団法人全国土木施工技

師管理技師会連合会の継続的専

門能力啓発学習制度における企

業ごとの申請日の前２年度間の

学習単位（ＣＰＤＳ学習単位数）

ごとに次に掲げる点数とする。 

(ｱ)１～１９単位，１点 

(ｲ)２０～３９単位，２点 

(ｳ)４０～５９単位，３点 

(ｴ)６０～７９単位，４点 

(ｵ)８０単位～，５点 

  なお，土木工事，舗装工事，

とび・土工・コンクリート工事

及び水道施設工事に加点する。 

イ 建築ＣＰＤ運営会議の建築Ｃ

ＰＤ（継続能力／職能開発）情報

提供制度における企業ごとの申

請日の前２年度間の学習時間数

（ＣＰＤ認定時間数） 

(ｱ)１～１９単位，１点 

(ｲ)２０～３９単位，２点 

(ｳ)４０～５９単位，３点 

(ｴ)６０～７９単位，４点 

(ｵ)８０単位～，５点 

  なお，建築一式工事，電気工

事及び管工事に加点する。 

ウ 公益社団法人日本造園学会等

において実施される認定制度の

造園ＣＰＤ認定プログラムに基

づくもの及び認定外プログラム

を受講した時間を単位に置き換

えた，企業ごとの申請日の前２年

度間の学習単位数（ＣＰＤ学習単

位数） 

(ｱ)１～１９単位，１点 

(ｲ)２０～３９単位，２点 

(ｳ)４０～５９単位，３点 
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(ｴ)６０～７９単位，４点 

(ｵ)８０単位～，５点 

なお，造園工事に加点する。 

エ いずれも申請業者の三原市内

にある本店，支店，営業所等に所

属する有資格技術者に係るもの

に限る。  

 

 

 

 

 

 

 

 


